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〈
厚
木
市
文
化
会
館
が
2
0
2
5
年
1

月

に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー

プ
ン〉

厚
木
市
文
化
会
館
は
神
奈
川
県
の
ち
ょ

う
ど
中
央
に
位
置
し 、

小
田
急
線
の
本
厚

木
駅
か
ら
徒
歩
で
13
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す 。
丹
沢
山
系
を
背
に
緑
に
囲
ま

れ
た
煉
瓦
造
り
の
建
物
で 、
《
県
央
の
コ

ア
文
化
の
殿
堂》
と
呼
ば
れ
市
民
や
周
辺

地
域
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す 。

本
施
設
は
1
9
7
8
年
（
昭
和
53
年）

に
竣
工
し
た
施
設
で
あ
り 、

建
物
の
全
般

的
な
老
朽
化
や
安
全
性
に
対
応
す
る
た
め

の
改
修
を
適
宜
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た

が 、
2
0
1
1

年
の
東
日
本
大
震
災
を
受

け
た
建
築
基
準
法
の
改
正
に
適
合
す
る
た

め 、
2
0
2
3
年
（
令
和
5
年）
10
月
よ

り
大
規
模
改
修
を
お
こ
な
い
ま
し
た 。

改
修
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
ま
し
て
は 、
①

安
全•
安
心
な
施
設
づ
く
り
②
便
利
で
快

適
な
施
設
づ
く
り
③
環
境
共
生
で
あ
り 、

具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す 。

・
大
小
ホ
ー

ル
の
特
定
天
井
耐
震
化

．
既
存
ホ
ー

ル
の
良
好
な
音
曹
性
能
を
継

承
す
べ
く 、

極
カ
ホ
ー

ル
内
壁・
天
井

の
既
存
を
残
置

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
を
拡
充
（
ア
プ

ロ
ー

チ
部
や
階
段
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
設

置・
玄
関
ロ
ビ
ー

受
付
に
ロ
ー

カ
ウ
ン

タ
ー

設
置・
階
段
手
摺
へ
の
点
字
表
示

設
置）

・
防
水・
淵
水
へ
の
対
応
や
外
壁
レ
ン
ガ

タ
イ
ル
補
修

・
女
性
ト
イ
レ
の
増
設
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト

イ
レ
の
新
設

・
難
聴
者
支
援
設
備
の
迎
入
（
ル
ー

プ
コ

イ
ル
方
式
の
難
聴
者
支
援
設
備
導
入・

可
搬
型
の
難
聴
者
支
援
設
備
(
F
M
方

式）
導
入）

・
ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ
と
の
共
生

本
施
設
に
は
神
奈
川
県
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
「
減
少
種」
の
ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ

が
営
巣
し
て
い
ま
す 。
営
巣
地
自
体

が
日
本
で
三
十
数
か
所
し
か
な
く 、

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
本

施
設
の
み
で
す 。
ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ

と
の
共
生
を
図
る
た
め 、
ヒ
メ
ア
マ

ツ
バ
メ
に
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
進

め
ま
し
た 。
ま
た 、
観
察
カ
メ
ラ
・

モ
ニ
タ
ー

を
設
置
し 、
4
階
く
つ
ろ

ぎ
ス
ペ
ー

ス
で
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し 、

今
後
観
察
イ
ベ
ン
ト

あ
な
た
の
税
金
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

い
き
て
い
る

＾
輯
9
1
9c
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窯
公
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社
団
法
火
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厚
末
法
火
会
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厚
木
市
栄
町一
丁
目
16
番
15
号

を
実
施
す
る
予
定
で
す 。
市
民
へ

環
境
学
習
の
場
や
教
材
の
提
供
を

ニ
駆

る
ま
ち」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す 。

他
に
も
大
小
ホ
ー

ル
の
舞
台
設
備I

機
器
の
耐
用
年
数
を
踏
ま
え
た
安
全
枇

技
術
的
進
歩
に
応
じ
た
現
代
性 、

時
代

要
請
の
高
度
化
や
演
出
の
多
様
化
等
に

す
る
将
来
性
を
考
慮
し
改
修
を
お
こ
な

て
い
ま
す 。
ま
た 、

建
物
設
備
は 、

省

ネ
ル
ギ
ー

化 、

イ
ベ
ン
ト

等
に
対
応
で

る
南
東
外
壁
を
照
ら
す
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ一

明
の
設
置
及
び
情
報
発
信
の
た
め
デ
ジ

ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
新
設
し
て
い
ま
す 。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
納
め
て
い
る

金
は 、

市
民
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

広
く
利
用
さ
れ
る
施
設
に
も
い
か
さ
れ

い
ま
す 。

＇
 
gヽ

税
ミ
納

q

府紬
き`

．
怜
f
介
．

●
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
？

多
く
の
人
が
地
方
の
ふ
る
さ
と
で
生‘

れ 、

そ
の
自
治
体
か
ら
医
療
や
教
育i

様
々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
育
七

や
が
て
進
学
や
就
職
を
機
に
生
活
の
場｝

都
会
に
移
し 、

そ
こ
で
納
税
を
行
っ
て

ま
す 。
そ
の
結
果 、

都
会
の
自
治
体
は～

収
を
得
ま
す
が 、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ’

故
郷
の
自
治
体
に
は
税
収
が
入
り
まi

ん 。
そ
こ
で 、
「
今
は
都
会
に
住
ん
で

て
も 、

自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
「
ふ
るし

と」
に 、

自
分
の
意
思
で 、
い
く
ら
か一

も
納
税
で
き
る
制
度
が
あ
っ
て
も
良
い（

で
は
な
い
か」
そ
ん
な
問
題
提
起
か
らり

ま
り 、

数
多
く
の
議
論
や
検
討
を
経
て
生

ま
れ
た
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
す 。

●
ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
何
？

「
納
税」
と
い
う
言
葉
が
つ
い
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税 。
実
際
に
は 、
都
道
府
県 、

市
区
町
村
へ
の
「
寄
附」
で
す 。
一
般
的

に
自
治
体
に
寄
附
を
し
た
場
合
に
は 、

確

定
申
告
を
行
う
こ
と
で 、

そ
の
寄
附
金
額

の一
部
が
所
得
税
及
び
住
民
税
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す 。
で
す
が 、
ふ
る
さ
と
納
税
で

は
原
則
と
し
て
自
己
負
担
額
の
2
千
円
を

除
い
た
全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す 。

（
※
全
額
控
除
さ
れ
る
寄
附
金
額
に
は 、
収

入
や
家
族
構
成
等
に
応
じ
て一
定
の
上
限

が
あ
り
ま
す
の
で 、
ご
確
認
く
だ
さ
い 。）

●
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
自
治
体
は
ど
う

や
っ
て
選ふ
の
？

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は 、
「
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
制
度」 、
「
自

分
の
意
思
で
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
制
度」
と
し
て
創
設
さ
れ

◆
第
19
回
地
域
ふ
れ
あ
い
講
演
会

毎
年 、

著
名
人
を
招
い
て
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
講
演
会
を
実
施
し
て
い

ま
す 。
昨
年
10
月
23

日
に
は 、

俳
俊
／
気

象
予
報
士
の
石
原
良
純
氏
を
招
き
「
ど
う

な
っ
て
る
の
？
近
年
の
異
常
気
象
！
＼

集

中
豪
雨・
竜
巻・
大
雪
＼」

を
テ
ー

マ
に

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
併
用
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た 。
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
テ
ン

ポ
の
良
い
話
で
大
変
好

評
で
し
た 。

咀
,
V
a
 

ぁ
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れ
m

ふ
〗
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◆
租
税
教
室
の
開
催
支
援

女
性
部
会
と
青
年
部
会
は 、

租
税
教
育

活
動
の一
環
と
し
て 、

厚
木
税
務
署
と
協

力
し 、

管
内
の
小
学
校
（
厚
木
•

愛
川・

清
川）
の
租
税
教
室
に
お
い
て
講
師
を
務

め 、

児
童
た
ち
に
税
の
役
割
や
大
切
さ
に

つ
い
て
の
意
識
と
理
解
を
高
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す 。

◆
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル

女
性
部
会
は 、

子
ど
も
た
ち
に
税
の
大

切
さ
や
税
の
果
た
す
役
割
な
ど 、

理
解
と

ま
し
た 。
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
に
限
ら
ず 、

ど
の
自
治
体
に
で
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
開
し
て

い
る 、

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
考
え
方

や 、

集
ま
っ
た
寄
附
金
の
使
い
道
等
を
見

た
上
で 、
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ん
で

く
だ
さ
い 。
特
に
寄
附
金
の
使
い
道
に
つ

い
て
は 、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
本
人

が
使
途
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す 。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
手
続
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

実
際
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
際
の
手

続
に
つ
い
て
は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で 、
ふ
る
さ
と
納
税
先
と
し
て
選

ん
だ
自
治
体
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か 、

直
接
各
自
治
体
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 。

●
確
定
申
告
が
必
要
な
の
？

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
い 、

所
得
税・
住

地
域
に
密
着
し
た
法
人
会
活
動

‘‘ 

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め 、

管
内
の
小

学
生
を
対
象
に
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す 。
税
金
で

造
ら
れ
て
い
る
建
物・
施
設 、

税
金
で
行

わ
れ
る
仕
事
な
ど
の
税
の
絵
は
が
き
を
募

集
し 、

今
回
も
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た 。

贔〗
麟
鴨

皇]]。
]

が
記
載
さ
れ
た

下
敷
き
で 、

先

生
や
児
童
た
ち

か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す 。

民
税
か
ら
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は 、

原

則
と
し
て
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す 。
な
お 、

本
来
確
定
申
告
を
行
う
必

要
が
な
か
っ
た
給
与
所
得
者
等
に
つ
い
て

は 、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
際
に
あ
ら
か

じ
め
申
請
す
る
こ
と
で
確
定
申
告
が
不
要

に
な
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度」
が 、

平
成
27
年
の
4
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た 。
た
だ
し 、

適
用
を
受
け

ら
れ
る
の
は 、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
自

治
体
の
数
が
5
団
体
以
内
で
あ
る
場
合
に

限
ら
れ
ま
す 。

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と 、

寄
附
金
の

使
い
道
を
選
べ 、

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す 。
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込

み
が
い
つ
ま
で
か
な
ど 、
し
っ
か
り
と
把

握
し
申
請
の
仕
方
等
を
理
解
し
た
う
え

で 、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か 。

I贔法人会は「健全な経営、 正しい納税、 社会に貢献」を柱として活動する経営者の団体です。



●パズル・熟語づくり●
【作者紹介】株式会社ニコリ

※矢印の方向に2文字の熟語ができるように、A·Bにあては

まる漢字を書きましょう。 〈答えは同ペー ジ最下部にあります〉

岳x菜
辞→□→口→販

↓〉<↓
生 体

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

ぅ曾さ

技→□→人

被

＜例題＞
矢印の方向に2文字の熟語が
できるように、口にあてはまる
漢字を書きましょう。

【答え】法

瓢▲地方税の納付手続は
こちらから

“nx三菩芸

益
睾

戸

[-9・面
回

国
税
の
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
(
e'
T
a
x

に
よ
る
口
座
振
替）

が
ま
す
ま
す
便
利
に

な
り
ま
し
た
！

申
告
デ
ー

タ
送
信
に
合
わ
せ
て

、

口
座

引
落
し
に
よ
る
納
付
を
あ

ら
か
じ

め
設
定
す
る
こ
と

が
で

き

ま
す。

地
方
税
の
お
支
払
い
が
簡
単
・

便
利
に
な

リ
ま
し
た
！

納
付
書
に
「
e
L
マ
ー

ク」

が
あ
れ
ば

、

地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト

や
ス
マ
ホ
決
裁

ア
プ
リ

が
利
用
で

き

ま
す。

■

令
和
6
年
分
の
確
定
申
告

は

ス
マ
ホ
と
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で
さ
ら
に
便
利
に
！

＿

マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

一

・
医
療
費
の
領
収
書
等
の
収
集
や
集
計
が

不
要

・
確
定
申
告
書
の
該
当
項
目

へ
自
動
入
力

•
作
成
し
た
確
定
申
告
書
を
e'
T
a
x

で
送
信

・
書
類
の
管
理
や
保
菅
が
不
要

＿

確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
で
簡
単
に

＿

0
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー

に
ア

ク

セ
ス

◎
提
出
方
法
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

方

式」

を
選
択
し

、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー

ド
を
ス
マ
ホ
で
読
み
取
り

◎
画
面
の
案
内
に
従
っ
て

、

収
入
・

控
除

等
に
関
す
る
情
報
を
入
力

0
e'
T
a
x

で
送
信

■

厚
木
税
務
署
「
申
告
書
作
成
会
場」

申
告
書
作
成
会
場
で

は

、

原
則

、

ス
マ

ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

に
よ
る
申
倖

と
な
り
ま
す。

開
設

2
月
17
日（
月）

＼
3

月
17
日（

月）

※
土

、

日
及
び
祝
日
を
除
く。

た
だ
し

、

3
月
2
日
（
日）

は

開
場
し
ま
す。

受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
＼

午
後
4
時

※
相
談

は

、

午
前
9
時
ー

午
後
5
時

持
ち
物

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

、

②
マ
イ

ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド 、

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

発
行
時
に
ご
自
身
で
設
定
し
ャ

パ
ス
ワ
ー
ド

（
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
・

署
名
用
電
子
証
明
書） ‘
④
瀕
卑

徴
収
票
な
ど
の
申
告
書
作
成
に
必
要
た

書
類

そ
の
他

申
告
書
作
成
会
場
へ
の
入
場
に

は

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す。

入
場
臨

理
券
の
事
前
発
行
申
込

は

、

国
税
庁
の

L
I
N
E
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
で
キ

ま
す。

当
日

、

申
告
書
作
成
会
場
で
も
入
場
臨

理
券
を
配
付
し
て
い
ま
す
が

、

無
く
な
h

次
第
終
了
と
な
り
ま
す。

■

問
合
せ
先

厚
木
税
務
署

電
話（
2
2
l)
3

2
6
1（
代
表

市
町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
町
村
民
税
・

県
民
税
の
申
告
期
限
門

3
月
17
日

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で

、

お
日

め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す。

申
告
に
あ
た
っ
て

は

、

個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー）

の
記
入
と
本
人
確
認
書
結

が
必
要
と
な
り
ま
す。

詳
し
く

は

、

各
市
町
村
の
広
報
誌
ま
ャ

は

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い。

◆
厚
木
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
税
・

県
民
税
申
告
書
の
受
付

は

っ

月
3
日
（
月）

か
ら
始
ま
り
ま
す。

申牛

が
必
要
な
方

は

、

3
月
17
日
（
月）

ま示

に
必
要
書
類
を
添
付
し
て

、

郵
送
又

は

中

民
税
課
（
本
庁
舎
2
階
5
番
窓
口）

に廷

参
さ
れ
る
か

、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

で
申牛

書
を
作
成
・

送
信
（
詳
し
く

は

市
ホ
ー，

ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い。）

し
て中

告
し
て
く
だ
さ
い。

紐5年分頌定寧｀、した
方のうち、

3人に2人J
ヽ

e-T'llxで申告しています！

浮

ま
た

、

市
内
公
民
館
（
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー）

で
申
告
相
談
を
開
設
し
ま
す。

各

公
民
館
の
受
付
の
詳
し
い
日
程
等
に
つ
い

て

は

、

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
又

は

1
月
15
日

発
行
の
広
報
あ
つ
ぎ
特
別
号
「
市
民
税
・

県
民
税
申
告
お
知
ら
せ
号」

で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す。

例
年

、

申
告
会
場

は

大
変
混
雑
し
ま
す

の
で

、

郵
送
又

は

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

で
の

提
出
を
推
奨
し
て
い
ま
す。

不
明
な
点
に
つ
い
て

は

、

市
民
税
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い。

問
合
せ
先

厚
木
市
役
所
市
民
税
課

電
話
（
2
2
5)
2
0
1
0
（
直
通）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
・

申
告
等

は

、

厚
木
税
務
署
へ
お
願
い
し
ま
す。

【
市
税
の
納
付
方
法
に
つ
い
て】

安
心
・

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
の
ほ
か
に
コ
ン
ビ
ニ
納
付

、

ペ
イ

ジ
ー

納
付
が
で

き

ま
す。

ま
た

、

P
a
y

p
a
y
等
ス
マ
ホ

ア
プ
リ

を
利
用
し
た
納

付
も
で

き

ま
す。

問
合
せ
先

厚
木
市
役
所
収
納
課

電
話
（
2
2
5)
2
0
2
0
(
直
通）

◆
愛
川
町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
相
談
会
の
詳
し
い
日
程

、

会

場
な
ど

は

1
月
及
び
2
月
発
行
の
広
報
紙

や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い。

問
合
せ
先

愛
川
町
役
場
税
務
課
町
民
税
班

電
話
（
2
8
5)
6
9
1
5
（
直
通）

【
地
方
税
統＿
Q
R
コ
ー
ド

を
利
用
し
た
納
税】

納
付
書
の
表
面
に
地
方
税
統
一
Q
R

コ
ー
ド

(
e
L,
Q
R)

が
印
字
し
て
あ

る
場
合

は

、

地
方
税
共
同
機
構
が
提
供
す

る
「

地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト」

を
利
用
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ

等）

が
可
能
で
す。

詳
し
く

は

「
地
方
税

お
支
払
サ
イ
ト」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い。

※「
Q
R
コ
ー
ド」

は

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー

ブ
の
登
録
商
標
で
す。

問
合
せ
先

愛
川
町
役
場
税
務
課
収
納
班

電
話
（
2
8
5)
6
9
1
7
（
直
通）

◆
清
川
村
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
月
17
日
（
月）
か
ら
3

月
17
日
（
月）

ま
で
（
土・
日・
祝
日
等
を
除
く）
の
間

は

、

簡
易
な
確
定
申
告
（
給
与
・

年
金
所
得
な

ど
簡
易
な
申
告
の
み）

の
受
付
．

相
談
も

併
せ
て
行
い
ま
す。

問
合
せ
先

清
川
村
役
場
税
務
住
民
課
税
務
係

電
話
（
2
8
8)
3
8
5
9
（
直
通）

【
村
税
の
口
座
振
替
の
利
用
に
つ
い
て】

村
税
な
ど
の
納
付

は

、

便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い。

お
申
し
込
み

は

、

村
指
定
の
金
融
機
関
で
簡
単
に
で

き

ま
す。

問
合
せ
先

活
川
村
役
場
税
務
住
民
課
公
金
収
納
係

電
話
（
2
8
8)
3
8
5
9
（
直
通）

●
税
の
標
語
を
募
集
中
●

当
会
で

は

、

税
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
「
税
の
標
語」

を
募
集

し
て
い
ま
す。
こ
の
機
会
に
税
の
こ
と
を

考
え
て
み
て

は

い
か
が
で
し
ょ

う。

入
賞

者
に

は

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す。

是

非
ご
応
募
く
だ
さ
い。

《

賞
》

最
優
秀
賞(
1
点）．．．
 ク
オ
カ
ー
ド
1
万
円

優
秀
賞（
l

点）．．．
 ク
オ
カ
ー
ド
5
千
円

佳

作(
3
点）．．．
 ク
オ
カ
ー
ド
3
千
円

【
応
募
方
法】

作
品（一
人一
点）
に

、

氏
名、
年
齢

、

住
所

、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

、

郵
送
も
し
く

は

』
』
二
警

瓢▲国税の納付手続は
こちらから

霜
x
忠

裔
Ta
i

碧
を日

●ふるさと納税クイズ●

わ
た
し
た
ち
は

電
子
納
税
を
推
進
し
て
い
ま
す

厚
木
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

寄附をし た全国の自治体から嬉しい返礼品が
貰える「ふるさと納税」。

ふるさと納 税で貰える返礼品

は

主に地域の特
産品など

、

美味しい海の幸や果物やお米といっ
た農作物からお肉や電化製品まであります！中
に

は

湿泉旅行や乗馬など

、

アクテイビティが返

礼品として選べるものも
そんなふるさと納税に関す
るクイズです。

パ
ズ
ル・
熟
語
づ
く
り
【
答
え】
A：
書 、
B：
物

， 
，贔

【応募先］

〒243-001ワ

厚木市栄町1-16-15

（厚木商工会議所3階）

公益社団法人厚木法人会

TEL 046-221-1055 

FAX 046-222-3808 

E-mail info@a-net.or.jp 

へ
お
送
り
く
だ
さ
い。

発
行
に
寄
せ
て
公
益
社
団
法
人
厚
木
法
人
会

本
紙
「
税
タ
イ
ム
ス」

は

、

地
域
住
民

の
み
な
さ
ま
に
向
け
て

、

税
知
識
の
普
及

や
納
税
の
意
義
を
周
知
す
る
な
ど

、

税
の

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
毎
年
発
行

し
て
い
ま
す。

法
人
会

は

、

企
業
の
発
展

を
支
援
し

、

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
と

と
も
に

、

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

経
営
者
の
団
体
で
す。

70
年
を
超
え
る
歴
史
を
有
し

、

全
国
で

約
70
万
社
が
加
入
し
て
い
ま
す。

税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
活
動
を

は

じ
め

、

税
務・

経
営
等
の
研
修
会
や
講
演
会

、

ま
た
租
税

教
育
や
税
の
啓
発
活
動
な
ど

、

税
を
中
心

と
し
た
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す。

今
後
も

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を

展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す。

な
お

、

本
紙
の
配
付
に
つ

き

ま
し
て

は

、

各
自
治
会
組
織
等
の
み
な
さ
ま
に

、

ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す。

｀誓，¢゜

ふるさと納税は何のためにある？
①都会に出て働いている人が故郷に納税で

き

るようにするため

②地方の特産品の廃棄を減らすため
③返礼品で国民に還元するため

【応募方法】
ハガキに答えと氏名

、

住所を明記のうえ

、

郵送

で2月15日までに左記の応募先（厚木法人会）へ
お送りください。正解者の中から抽選で50名の

方に粗品を進呈いたします。

厚木法人会の管轄地域は 、 厚木市・愛川町・清川村です。
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